
多元横浜読書会                                     ２１－９－２８ 

                                                 清水 淹 

＜今回＞３０３回目 ２０２１年１０月８（金）１５時～１８時 第８会議室 

読書は１０冊目「失われた九州王朝」 再読 ｐ３５９、古老伝えて云う  より  

 

＜前回＞３０２回目（２１－９－２０）出席者 ７名   

資料（２１－０９－２０－１）前回のまとめ（清水） 

   （２１－０９―２０―２）継体の乱の前後（清水） 

                                                                       

A 報告 新型コロナは少し落ち着いてきたが理由がわからない。現代疫学は無力だ。今まで以上に用心しよう。

本日は榛葉氏が参加してくれた。東戸塚の講座を実施することができるか、打ち合わせの報告をしてくれた。 

順調にコロナが収束に向かえば１２月から毎週水曜日午前中９０分、人数を半分に絞って、１０回実施の計画で

打ち合わせ中、年内不可であれば来年年明けから３月まで１０回とする。 

 

B 資料 ２）は磐井の乱について、清水の見解をまとめたもの。古田先生の「磐井の乱はなかった」に論を変更し

た同じ理由で、岩戸山古墳の裁判制度を重視、九州王朝は官僚制度が進んでいて、首領が死んでも政体は継

続するという論が中心である。九州のアラカイの影響は皆無である。 

 

Ｃ読書 ３４８頁１４行目 第２のテーマ 

１） 継体崩御の歳を百済本記の辛亥説（継体２５年）を正規として日本書紀に採用したから国内伝承の甲寅年 

（継体２８年）と３年の差ができた。古田氏は年次としては国内伝承の方が信頼できるとして継体の即位年からの

記録をたどってみた。（日本書紀編集者は日本と名乗ったばかりだから海外文献に日本天皇とあるのを採用し

たかった。磐井は筑紫の君だが朝鮮半島から日本天皇と呼ばれていたことは思いも及ばなかった。）（筑紫の史

益は知っていたが知らんふりして、さも確かそうに百済本記の注書きを書き込んだ。） 

２） 継体年次の内、福井から奈良盆地磐余の玉穂の宮に落ち着くのに乙訓、楠葉、筒木（淀川、木津川流域） 

と２０年かかっている。２倍年歴としても１０年かかって苦労している。近畿豪族は一致して推戴したのではない。 

３） 年次の特定できそうなものは６，７年の百済の朝貢記事と１７年の武寧王の死と１８年聖明王の即位である。 

１７年以前に乙訓時代に５年の空白があるがこれを８年の空白としても他に影響は少ない。 

４） 継体２４年の詔勅は芸文類聚からの引用と言われている。帝業を受けること２４年ではなくて２７年かもしれな 

い。（芸文類聚の文体の真似から固有部分は変更した） 

５）末期５年を３年後にずらしてみると、（旧継体２５年を２８年にすると）、旧継体２２年が磐井の死んだ年になる。 

６）百済本記には全滅の記事がある。欽明６年の高麗の細群と鹿群の内紛で負けた細群が全滅と記録。雄略２０

年百済紀に曰く、狛の大軍に７日 7 夜攻められた漢城落城事件。それらにはことごとく、皆、尽の記載がある。磐

井の葛子は和議に成功している。尽、皆ではない。6 世紀の列島では磐井事件の他には争乱はない。 

７）社稷の存亡 天皇家を上回る大敵に向かう緊張感を示している。反乱の大義は実態を表している、①火、豊

の支配②海路支配（百済、新羅、高句麗、任那の職貢の横取り）。占領地分割案。倭王武の上表文の範囲。 

 

次回日程 ２０２１－１０―２９（金） １５時から１８時 かながわ労働プラザ 第８会議室 

           ―１１－８（月） １５時から１８時 かながわ労働プラザ 第９会議室 

           ―１１－２６（金） １５時から１８時 かながわ労働プラザ 第９会議室 


